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●専門家派遣事業 （4）
●よろず支援拠点の活用 （4）
●小規模事業者持続化補助金 （4）
●おながわ復興まちびらき（女川町商工会） （5）
●ぼくのお父さん（丸森町商工会青年部） （5）
●マイナンバー制度 （6）
●消費税転嫁対策窓口相談等事業 （6）
●人事異動のお知らせ （7）
●協会けんぽ宮城支部からのお知らせ （7）
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工芸市は、東日本大震災前までは蔵の街並通りの店蔵で
開いてきましたが、震災の影響で蔵が使用できなくなった
ことから、町民体育館に会場を移して実施しています。
当日は、県内外の著名な工芸家44名が、手芸品などの小
物から本格的な作品までを展示販売いたします。
また、商工会会員出展コ－ナ－では地場産品等販売、商
工会女性部オリジナルファーストフ－ド「豆チリライス」
の販売も行いますので、みちのくの「小京都」村田町へ是非
お越しください。
◆開 催 日／平成27年6月13日（土）・14日（日）
◆時　　間／両日10：00～16：00
◆場　　所／村田町民体育館　柴田郡村田町村田塩内2
■関連URL：村田町商工会ホームページ
　　　　　　http://www.murata.miyagi-fsci.or.jp/

kougeiichi.html
■お問合せ：村田町商工会　0224－83－2267

蔵の街並、城下町の面影が残る、みちのくの小京都
第９回蔵の町むらた・工芸市
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去
る
三
月
十
二
日
、
ホ

テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
仙
台
に

お
い
て
、
宮
城
県
議
会
議

員
の
自
由
民
主
党
・
県
民

会
議
商
工
議
員
連
盟
の
先

生
方
二
十
七
名
と
の
懇
談

会
が
商
工
会
長
等
二
十
八

名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

た
。懇

談
会
で
は
、
宮
城
県

経
済
商
工
観
光
部
松
田
商

工
経
営
支
援
課
長
か
ら
、

平
成
二
十
六
年
度
本
会
臨
時
総

会
が
三
月
二
十
六
日
、
東
北
経
済

産
業
局
長
（
代
理
：
森
谷
産
業
部

長
）、
日
本
政
策
金
融
公
庫
仙
台

支
店
松
園
支
店
長
等
を
は
じ
め
ご

来
賓
多
数
ご
臨
席
の
も
と
、
Ｋ
Ｋ

Ｒ
ホ
テ
ル
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
。

天
野
会
長
は「
昨
年
六
月
に
は
、

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
及
び
改

正
小
規
模
支
援
法
が
成
立
し
、
宮

城
県
に
お
い
て
も
（
仮
称
）
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の

審
議
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
七
年

度
を
小
規
模
企
業
振
興
元
年
と
位

置
づ
け
、
巡
回
訪
問
等
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
各
種
施
策
の
情
報
を

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
も
と
に

届
け
る
と
と
も
に
、
地
域
内
商
談

会
の
開
催
を
通
じ
、
小
規
模
事
業

者
の
新
た
な
販
路
拡
大
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
。」
と
挨
拶

し
た
。

続
い
て
、
議
長
に
加
美
商
工
会

の
府
田
政
之
会
長
を
選
出
し
議
事

に
入
っ
た
。

執
行
部
か
ら
は
、
総
額
約
五
億

四
千
六
百
万
円
の
収
支
補
正
予

算
、
ま
た
沿
岸
被
災
商
工

会
の
会
費
の
減
免
に
つ
い

て
説
明
。

新
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
被
災
事
業
者
の
支
援

を
最
優
先
課
題
と
し
て
、

小
規
模
事
業
者
の
早
期
復

興
の
た
め
、
引
き
続
き
中

小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設

復
旧
整
備
補
助
事
業
等
、

復
旧
・
復
興
に
活
用
可
能

な
各
種
施
策
を
駆
使
し
支

援
す
る
と
と
も
に
、
小
規

模
事
業
者
の
事
業
の
持
続

小
規
模
企
業
振
興
元
年
と
位
置
づ
け

各
事
業
を
展
開

︱
平
成
二
十
六
年
度
臨
時
総
会
︱

的
発
展
に
資
す
る
た
め
「
経
営
発

達
支
援
計
画
」
の
県
内
全
商
工
会

の
平
成
二
十
七
年
度
中
の
申
請
を

支
援
。
ま
た
、
予
算
が
大
幅
に
拡

充
さ
れ
た
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
等
の
活
用
や
地
域
内
商
談

会
を
開
催
し
、
小
規
模
事
業
者
の

新
た
な
販
路
拡
大
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
な
ど
、
六
つ
の
重

点
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

本
総
会
で
は
十
一
議
案
が
上
程

さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
提
案

さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

挨拶する天野会長

臨時総会の様子

懇談会の様子 平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画

重
点
事
業

一
．
東
日
本
大
震
災
被
災
商
工

会
等
に
対
す
る
継
続
的
な

支
援

二
．
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

を
踏
ま
え
た
小
規
模
企
業

支
援
施
策
の
強
力
な
推
進

三
．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

持
続
的
発
展
に
向
け
た
支

援
の
強
化

四
．
組
織
・
財
政
基
盤
の
拡
充

強
化

五
．
人
財
育
成
の
推
進

六
．
地
域
活
性
化
事
業
の
推
進
・

支
援

中
小
・
小
規
模
企
業
施
策

に
つ
い
て
懇
談

︱
県
議
会
議
員
と
商
工
会
長
と
の
懇
談
会
︱

平
成
二
十
七
年
度
宮
城
県
の
中
小

企
業
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
頂
い

た
後
、
本
会
か
ら
小
規
模
基
本

法
・
小
規
模
支
援
法
の
概
要
、
平

成
二
十
六
年
度
補
正
及
び
平
成

二
十
七
年
度
当
初
予
算
案
に
お
け

る
商
工
会
等
関
係
予
算
に
つ
い
て

説
明
し
懇
談
に
入
っ
た
。

懇
談
会
は
、
天
野
会
長
の
座
長

で
進
め
ら
れ
、
出
席
し
た
商
工
会

長
か
ら
は
「
全
国
的
に
外
国
人
観

光
客
が
増
え
て
い
る
が
、
県
内
で

は
少
な
い
。
地
域
へ
の
外
国
人
観

光
客
を
増
や
す
方
策
を
講
じ
て
い

た
だ
き
た
い
。」
な
ど
の
発
言
が

な
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
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心
と
し
た
自
社
商
品
に
つ
い
て

は
、
直
売
強
化
に
取
り
組
み
、
更

に
は
高
次
加
工
に
よ
る
新
た
な
商

品
展
開
が
必
要
と
考
え
、
高
次
加

工
開
発
体
制
の
強
化
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

新
商
品
生
産
の
体
制
強
化
の
手

段
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
補
助
金

の
申
請
を
行
っ
て
採
択
と
な
り
、

現
在
地
域
で
獲
れ
る
か
き
、
ホ
タ

テ
等
の
魚
介
類
を
新
た
な
宮
城
の

資
源
と
組
み
合
わ
せ
た
形
で
の
商

品
開
発
を
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
変
化
す
る

顧
客
ニ
ー
ズ
に
迅
速

に
対
応
す
る
こ
と

で
、
企
業
経
営
力
の

向
上
が
図
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

浸
水
し
た
一
つ
の
工
場
を
復
旧
整
備

し
営
業
再
開
を
行
い
、
震
災
後
は
、

事
業
再
生
の
た
め
の
新
た
な
製
品

と
し
て
、
ホ
タ
テ
珍
味
等
の
製
品

開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
従
前
の
経
営
手
法

で
は
通
用
し
な
い
こ
と
か
ら
新
し

い
展
開
が
必
要
と
考
え
、
卸
を
中

当
訓
練
所
は
、
昭
和
四
十
八
年

開
業
以
来
、
警
察
犬
を
は
じ
め
家

庭
犬
の
躾
や
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で

実
績
の
あ
る
事
業
所
で
す
。

現
在
は
事
業
後
継
者
で
あ
る
長

男
が
訓
練
業
務
の
一
切
を
仕
切

り
、
事
業
主
は
犬
用
品
開
発
・
製

造
販
売
に
傾
注
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
よ
り

動
物
の
数
は
増
え
て
き
て
い
る
も

の
の
、
そ
れ
に
伴
い
都
市
部
に
訓

練
所
が
乱
立
し
、
以
前
顧
客
で

あ
っ
た
多
く
が
近
隣
に
あ
る
訓
練

所
へ
依
頼
す
る
よ
う
に
な
り
、
顧

開発した「ソフロック」

試作開発の牡蠣を使った新商品

平
成
二
十
六
年
度
優
良
企
業
認
定
事
業
所
①

警
察
犬
松
本
訓
練
所

栗
原
南
部
商
工
会

平
成
二
十
六
年
度
優
良
企
業
認
定
事
業
所
②

マ
ル
ア
ラ
㈱
及
川
商
店

南
三
陸
商
工
会

【企業概要】
事業所名：警察犬松本訓練所

所 在 地：大崎市古川清水沢字向原 6-5

連 絡 先：0229-28-2748

代 表 者：松本　純裕

URL：http://dogschool-matsumoto.ftw.jp/

【企業概要】
事業所名：マルアラ㈱及川商店

所 在 地：本吉郡南三陸町歌津字泊浜 22

連 絡 先：0226-36-3228

代 表 者：代表取締役社長　及川　吉則

URL：http://www.maruara.jp/

客
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化

も
顕
著
で
、
訓
練
（
躾
）
は
し
て

欲
し
い
が
、
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト
と

長
期
間
離
れ
た
く
な
い
と
の
要
望

か
ら
、
通
常
一
ケ
月
の
訓
練
を
一

週
間
程
度
に
工
夫
す
る
な
ど
経
営

努
力
は
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
長

期
訓
練
に
よ
る
安
定
し
た
収
入
を

上
げ
る
事
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

創
業
当
時
は
、
ほ
や
養
殖
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
た
養
殖
漁
業
者

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
分

の
持
っ
て
い
る
原
料
だ
け
で
は
不

足
と
な
り
、
他
事
業
者
か
ら
ほ
や

の
買
い
付
け
を
行
い
、
製
品
を
加

工
し
て
市
場
へ
出
荷
し
て
お
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
ホ
タ
テ
等
の
養
殖
生

産
物
の
取
り
扱
う
品
種
を
増
や

そ
う
し
た
状
況
下
、
事
業
主
の

訓
練
で
の
経
験
を
基
に
、
犬
と
人

と
を
柔
ら
か
く
つ
な
ぐ
リ
ー
ド
と

首
輪
「
ソ
フ
ロ
ッ
ク
」
を
開
発
し

ま
し
た
。

登
山
用
の
ザ
イ
ル
を
使
用
し
、

実
用
性
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
に

ア
ー
ト
感
を
取
り
入
れ
、
使
用
目

的
に
合
わ
せ
考
案
さ
れ
た
も
の

で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
一
部
は
知
的

財
産
権
を
所
有
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

地
元
栗
原
南
部
商
工
会
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
一
部
テ
ス
ト
販

売
を
行
っ
て
お
り
、
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
販
路
を
拡
大
し
て
お

り
ま
す
。

し
、
出
荷
業
者
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
、
県
内
で
も
指
折
り
の
水
産

加
工
業
者
に
成
長
し
て
き
ま
し
た

が
、四
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
、

主
力
加
工
を
行
っ
て
い
た
工
場
は

流
失
し
、
高
台
に
あ
っ
た
工
場
も

浸
水
す
る
な
ど
壊
滅
的
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

五
つ
の
生
産
加
工
場
の
う
ち
、

津
波
の
影
響
に
て
四
つ
が
流
失
、

首
輪
と
し
て
の
販
路
の
開
拓
の

み
な
ら
ず
、「
ロ
ー
プ
」
と
し
て

の
様
々
な
分
野
へ
の
用
途
の
広
が

り
も
期
待
で
き
る
製
品
で
す
。
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平
成
二
十
五
年
十
二
月
の
オ
ー

プ
ン
以
来
、
沢
山
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
愛
顧
を
い
た
だ
き
ま
し
た
「
グ

ル
っ
と
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」
が
、
一

日
平
均
五
万
人
の
通
行
量
が
あ
る

仙
台
市
中
央
通
ク
リ
ス
ロ
ー
ド
商

店
街
沿
い
に
立
地
す
る
「
食
材
王

国
み
や
ぎ
地
産
地
消
市
場
」
内
に

場
所
を
移
し
、
五
月
二
十
九
日
㈮

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

地
産
地
消
市
場
は
、
仙
台
放
送

と
県
物
産
振
興
協
会
が
運
営
し
、

週
替
り
の
販
促
イ
ベ
ン
ト
を
毎
日

実
施
し
て
い
る
物
産
施
設
で
、
そ

の
一
角
に
常
設
店
舗
と
し
て
商
工

会
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
す

る
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
と
の
相
乗

効
果
と
、
仙
台
放
送
と
県
物
産
振

興
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
県
産
品

本
会
で
は
、
会
員
事
業
所
の
皆

様
の
様
々
な
経
営
課
題
解
決
を
目

的
と
し
た
専
門
家
派
遣
制
度
を
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

【
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
】

経
営
全
般
・
税
務
会
計
・
労
務

管
理
・
金
融
・
店
舗
設
計
・
デ
ザ

イ
ン
等
の
具
体
的
な
課
題
に
対

し
、専
門
家
を
直
接
派
遣
し
ま
す
。

（
年
間
三
回
ま
で
無
料
）

【
地
域
弁
護
士
】

経
営
に
関
す
る
法
律
的
な
問
題

に
対
し
、
仙
台
弁
護
士
会
と
連
携

し
直
接
弁
護
士
を
派
遣
し
ま
す
。

（
年
間
一
回
無
料
）

【
ミ
ラ
サ
ポ
】

経
営
革
新
・
地
域
資
源
活
用
・

創
業
・
販
路
開
拓
等
、
事
業
所
が

抱
え
る
高
度
・
専
門
的
な
経
営
課

題
に
対
し
て
、
全
国
の
多
方
面
の

専
門
家
が
課
題
の
解
決
に
当
た
り

ま
す
。（
年
間
三
回
ま
で
無
料
）

ご
相
談
は
、
最
寄
り
の
商
工
会

ま
で
。

アンテナショップを設置する“地産地消市場”

専
門
家
派
遣
の
活
用
を
！

〜
専
門
家
が
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け
ア
ド
バ
イ
ス
〜

商
工
会
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
グ
ル
っ
と
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」

移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

出品商品募集!

の
販
売
促
進
及
び
販
路
拡
大
を

図
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

現
在
、
出
展
商
品
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
新
た
な

販
路
開
拓
・
商
品
力
向
上
の
場
と

し
て
活
用
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
商
工
会
ま
で
。

【
場
所
】
食
材
王
国
み
や
ぎ
「
地
産

地
消
市
場
」
内

仙
台
市
青
葉
区
中
央
二

−
一

−

十
八

（
中
央
通
ア
ー
ケ
ー
ド
街
内
）

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

活
用
を
！

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

で
は
、
売
上
拡
大
、
Ｉ
Ｔ
活

用
、
経
営
改
善
、
資
金
繰
り

な
ど
、〝
よ
ろ
ず
相
談
〟
受

付
中
で
す
。

ご
相
談
に
は
内
容
を
お
聞

き
し
た
上
で
①
高
度
で
先
進

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
②
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
支
援
③
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
等
に
よ
り

丁
寧
な
支
援
・
対
応
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
お
困
り
の

案
件
は
地
元
商
工
会
又
は
県

商
工
会
連
合
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

１．事業概要
持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規模事業者の地道な
販路開拓（創意工夫による売り方やデザイン改変等）などの取り組み
を支援するため、それに要する経費の一部を補助するものです。

２．補助対象となり得る取組事例
①販促用チラシの作成、配布　②商談会、見本市への出展　
③店舗改装　④商品パッケージ（包装）の改良　
⑤ネット販売システムの構築　⑥新商品の開発など

３．募集期間
第2次受付締切:平成２7年5月２７日（水）[締切日当日消印有効］
※ご注意 
　本事業の申請に際しては、最寄りの商工会による「事業支援計画書」
　が必要となりますので、締切までに十分な余裕を持って、最寄りの
　商工会に早めにお越しください。

■小規模事業者の定義・・・従業員規模　

卸売業・小売業
サービス業（宿泊業・娯楽業以外）  ５人以下
製造業その他
サービス業のうち宿泊業・娯楽業 ２０人以下

■補助率等

※雇用増・従業員の処遇改善・買い物弱者
円万００１ ： 合場む組り取に策対　

※複数の事業者が連携して取り組む共同
円万005～円万００１ ： 合場の業事　

　　　　　  　（連携小規模事業者数による）

お問合せ・お申込み 最寄りの商工会へ 【持続化補助金地方事務局】 宮城県商工会連合会 ℡:022-225-8751

補助率  補助対象経費の２／３以内

補助
上限額

５０万円

平成26年度
補正予算

小規模事業者
持続化補助金
小規模事業者
持続化補助金
小規模事業者
持続化補助金
小規模事業者
持続化補助金 募集

受付中
小規模事業者が、商工会と一体となって経営計画に基づき 
実施する販路開拓に取り組む費用の２／３を助成します。

宮城  持続化 検 索 http://www.miyagi-fsci.or.jp/
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東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
が
経

過
し
た
去
る
三
月
二
十
一
日
㈯
Ｊ

Ｒ
女
川
駅
と
女
川
温
泉
「
ゆ
ぽ
っ

ぽ
」
の
開
業
を
祝
う
式
典
「
お
な

が
わ
復
興
ま
ち
び
ら
き
二
〇
一
五

春
」
が
駅
前
歩
行
者
広
場
で
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
石
巻
線
全
線
運
転
再
開
の

瞬
間
を
そ
の
目
に
焼
き
付
け
よ
う

と
大
勢
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
見
守
る

中
、
六
時
十
二
分
女
川
駅
発
の
始

発
便
の
運
転
手
へ
須
田
善
明
女
川

町
長
が
花
束
を
贈
呈
。
式
典
で

は
、
来
賓
に
竹
下
亘
復
興
大
臣
や

村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
ら
二
百
余

名
を
迎
え
幕
が
開
い
た
。
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
や
く
す
玉
開
披
の
後
、
小

学
校
鼓
笛
隊
や
女
川
潮
騒
太
鼓
轟

会
が
演
奏
す
る
中
、
小
学
生
た
ち

の
乗
る
臨
時
列
車
を
町
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
沢
山
の
人
々
が
見
送
っ

た
。ま

た
、
翌
二
十
二
日
㈰
に
は

「
女
川
町
復
幸
祭
二
〇
一
五
」
が

海
ス
テ
ー
ジ
（
駅
前
広
場
）
と
山

ス
テ
ー
ジ（
第
二
多
目
的
運
動
場
）

に
会
場
を
分
け
て
行
わ

れ
、
町
内
外
よ
り
約
三
万

人
が
来
場
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
飲
食

ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
特
別
に

町
民
用
観
覧
席
も
設
け
ら

れ
た
「
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー

バ
ー
Ｚ
」
の
ラ
イ
ブ
で
は

割
れ
ん
ば
か
り
の
歓
声
が

飛
び
、
夕
刻
ま
で
イ
ベ
ン

ト
会
場
は
人
の
波
が
途
絶

え
る
こ
と
な
く
続
い
た
。

さ
ら
に
、
三
月
二
十
八

日
㈯
に
は
、
女
川
で
創
業

す
る
者
の
サ
ポ
ー
ト
や
町

まちびらき・テープカットの様子

盛り上がったももいろクローバー Zのライブ

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、朝
お

き
る
と
で
ん
わ
を
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。で
ん
わ
の
相

手
は
お
客
さ
ん
だ
っ
た
り
、現

場
の
人
で
す
。な
の
で
、朝
は
お

父
さ
ん
に
話
し
た
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
あ
ま
り
話
せ
ま
せ

ん
。そ
れ
か
ら
い
そ
い
で
ご
は

ん
を
食
べ
て
仕
事
に
行
っ
て
し

ま
い
ま
す
。晴
れ
て
い
て
も
、天

気
が
悪
く
て
も
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。昼
は
い
そ
い
で
ご
は
ん

を
食
べ
て
、体
を
や
す
ま
せ
る

た
め
に
お
昼
ね
を
し
た
ら
ま
た

す
ぐ
に
仕
事
に
行
っ
て
し
ま
い

ま
す
。休
み
の
日
も
仕
事
で
、あ

ん
ま
り
遊
ん
で
も
ら
え
ま

せ
ん
。な
の
で
少
し
さ
み

し
い
で
す
。で
も
、お
母
さ

ん
が「
お
父
さ
ん
は
か
ぞ

く
の
た
め
に
働
い
て
く
れ

て
い
る
ん
だ
よ
。」と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

そ
ん
な
お
父
さ
ん
が
も
っ

と
大
好
き
に
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
、大
人
に
な
っ

た
ら
弟
と
二
人
で
お
父
さ

ん
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

秀一さんと朋芽さん

阿あ

べ部　

朋ほ
う

芽が

さ
ん　
　

（
丸
森
町
立
大
内
小
学
校
一
年
）

　

有
限
会
社
伊
具
緑
化

丸
森
町
商
工
会
青
年
部　

阿あ

べ部　

秀ひ
で
か
ず一
さ
ん

「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」

「
新
生
・
女
川
の
ま
ち
び
ら
き
」

〜
復
興
の
始
発
駅
〜

女
川
町
商
工
会

民
の
集
い
の
場
と
し
て
の
機
能
を

果
た
し
、
女
川
の
未
来
を
考
え
る

地
域
内
外
の
交
流
施
設
で
あ
る
女

川
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
「
カ

マ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
が
着
々
と
具
現

化
し
て
い
る
。

今
年
の
春
に
は
、
水
産
業
体
験

館
「
あ
が
い
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、

秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
、
駅
前

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
や
テ
ナ
ン
ト
型
商

店
街
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
整
備
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
女
川
町
の
将
来
が
期
待
さ
れ

る
。
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マイナンバー（社会保障・税番号制度）がはじまります。

マイナンバー（社会保障

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
よ

り
、
消
費
税
率
が
八
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
一
年
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
。

消
費
税
増
税
に
伴
い
、
価
格
の

表
示
や
設
定
方
法
、
減
額
・
買
い

た
た
き
な
ど
の
転
嫁
拒
否
等
の
行

為
な
ど
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
に
と
っ
て
価
格
転
嫁
は
大
き
な

問
題
で
す
。

商
工
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問

題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費
税
の

転
嫁
対
策
等
に
対
す
る
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
専
門
家
派
遣
や
講
習
会

に
よ
り
、
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適

正
な
転
嫁
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

【
専
門
家
派
遣
】

専
門
家
が
貴
社
に
伺
い
、
消
費

税
に
対
す
る
お
悩
み
・
問
題
に
つ

い
て
無
料
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。

【
消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会
】

各
商
工
会
で
は
、
専
門
家
講
師

を
招
き
、
定
期
的
に
講
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
の
仕
組

み
か
ら
注
意
す
べ
き
点
な
ど
必
要

な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
相
談
窓
口
】

宮
城
県
商
工
会
連
合
会
及
び
県

内
各
商
工
会
に
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
宮
城
県
商
工

会
連
合
会
又
は
最
寄
り
の
商
工
会

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

消
費
税
転
嫁
で

お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
！

︱
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業
︱

消費税転嫁対策相談窓口

宮城県商工会連合会と県内33商工会に相談窓口を設置いたしました。

商工会は行きます　聞きます　提案します

※消費税の価格転嫁対策・転嫁に向けた経理の効率化など消費税に関
　する相談は商工会へ

消費税の相談は

商工会へGo！
相談無料
秘密厳守
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［
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
］

四
月
一
日
付
で
次
の
職
員
が
異

動
に
な
り
ま
し
た
。

新
勤
務
地
に
お
い
て
も
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、（　
　

）
内
は
旧
勤
務

地
の
商
工
会
で
す
。

【
事
務
局
長
】

多
賀
城
・
七
ヶ
浜　

中
川　

和
弘（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

）

登
米
中
央　

佐
藤　

浩
幸（
登
米
中
央
）

み
や
ぎ
北
上　

斎
藤　

紀
弘（
登
米
み
な
み
）

東
松
島
市　

鈴
木　

克
典（
く
ろ
か
わ
）

河
南
桃
生　

山
形
日
出
弘（
み
や
ぎ
北
上
）

【
経
営
指
導
員
】

岩
沼
市　

小
嶋　
　

誠（
連
合
会
）

大
河
原
町　

藤
井　

明
華（
利
府
松
島
）

川
崎
町　

佐
久
間　

弘（
み
や
ぎ
仙
台
）

み
や
ぎ
仙
台　

多
田　

輝
美（
登
米
み
な
み
）

み
や
ぎ
仙
台　

山
岡　

理
人（
蔵
王
町
）

多
賀
城
・
七
ヶ
浜　

加
賀　
　

英（
岩
沼
市
）

多
賀
城
・
七
ヶ
浜　

八
巻　

淳
一（
南
三
陸
）

多
賀
城
・
七
ヶ
浜　

小
田
木
一
樹（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

）

多
賀
城
・
七
ヶ
浜　

橋
本　

悠
里（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

）

利
府
松
島　

木
舟　

真
一（
み
や
ぎ
仙
台
）

く
ろ
か
わ　

三
好　

啓
介（
利
府
松
島
）

く
ろ
か
わ　

太
田　

早
香（
連
合
会
）

く
ろ
か
わ　

高
橋　

芳
幸（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

）

加

美　

児
玉　

真
一（
く
ろ
か
わ
）

加

美　

大
場　

敏
克（
玉

造
）

玉

造　

上
村　

拓
也（
玉

造
）

大

崎　

跡
部　

香
名（
遠

田
）

遠

田　

菊
田　
　

慶（
大

崎
）

栗
原
南
部　

稲
村　

佳
浩（
玉

造
）

一
迫
花
山　

福
原　

政
矩（
加

美
）

登
米
中
央　

佐
藤　

祐
太（
本
吉
唐
桑
）

み
や
ぎ
北
上　

佐
藤　
　

茂（
南
三
陸
）

登
米
み
な
み　

佐
藤　

秀
雄（
加

美
）

登
米
み
な
み　

佐
々
木
孝
志（
み
や
ぎ
北
上
）

河
南
桃
生　

沼
倉　

秀
樹（
栗
原
南
部
）

河
南
桃
生　

伊
藤　

琢
哉（
く
ろ
か
わ
）

南
三
陸　

千
葉　

紀
子（
く
ろ
か
わ
）

連
合
会　

児
玉　
　

徹（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

）

【
経
営
指
導
員
研
修
生
】

連
合
会　

遠
藤
い
づ
み（
新
規
採
用
）

【
事
務
職
員
】

名
取
市　

高
橋　

美
和（
柴
田
町
）

名
取
市　

鈴
木　

早
苗（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

）

角
田
市　

柴
田　

京
子（
亘
理
山
元
）

蔵
王
町　

庄
子　

卓
志（
岩
沼
市
）

村
田
町　

小
形　

真
美（
名
取
市
）

亘
理
山
元　

大
庭
ゆ
か
り（
角
田
市
）

多
賀
城
・
七
ヶ
浜　

須
貝
真
理
子（
村
田
町
）

多
賀
城
・
七
ヶ
浜　

土
佐　

菜
摘（
栗
駒
鶯
沢
）

多
賀
城
・
七
ヶ
浜　

大
柳　

秀
暁（
栗
原
南
部
）

利
府
松
島　

大
沼　

結
以（
連
合
会
）

く
ろ
か
わ　

細
谷　

里
美（
利
府
松
島
）

く
ろ
か
わ　

相
原　

美
和（
川
崎
町
）

玉

造　

早
坂　

孝
徳（
く
ろ
か
わ
）

栗
原
南
部　

斎
藤　

和
子（
登
米
中
央
）

栗
駒
鶯
沢　

市
川　

悦
子（
栗
原
南
部
）

東
松
島
市　

半
谷　

洋
子（
石
巻
市
牡
鹿
稲
井

）

石
巻
市
牡
鹿
稲
井　

遠
藤
ふ
く
子（
東
松
島
市
）

岩
沼
市　

阿
部　

美
咲（
新
規
採
用
）

柴
田
町　

日
下
み
ち
る（
新
規
採
用
）

川
崎
町　

佐
久
間
絢
一（
新
規
採
用
）

利
府
松
島　

杉
元　

伸
哉（
新
規
採
用
）

玉

造　

鈴
木　

俊
博（
新
規
採
用
）

遠

田　

角
田
志
お
里（
新
規
採
用
）

栗
原
南
部　

門
傳　

康
久（
新
規
採
用
）

登
米
中
央　

長
谷
川
沙
織（
新
規
採
用
）

登
米
み
な
み　

上
村
奈
緒
子（
新
規
採
用
）

南
三
陸　

西
村　

健
人（
新
規
採
用
）

本
吉
唐
桑　

谷
村　

亜
紀（
新
規
採
用
）

連
合
会　

清
水
香
穂
里（
新
規
採
用
）
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レ
ブ
ン
）
に
よ
る
被
災
地
訪
問
事

業
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

の
総
合
的
対
策
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
た
。

復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
は
、
当

初
十
年
間
の
計
画
を
五
年
間
で

行
っ
て
き
た
が
、
被
災
地
沿
岸
部

の
現
状
は
必
ず
し
も
復
興
に
至
っ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
取
り

組
ん
で
き
た
支
援
が
頓
挫
し
な
い

よ
う
こ
れ
か
ら
も
支
援
を
続
け
て

い
き
た
い
と
熱
く
語
ら
れ
た
。

講
演
会
終
了
後
、
異
業
種
交
流

会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
一
同
に

と
っ
て
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
っ

た
。

な
ど
、
三
者
三
様
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
や
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

術
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
人

材
育
成
方
法
に
つ
い
て
具
体
例
を

交
え
な
が
ら
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
名
将
ら
は
、
頭
が
よ
い

と
い
う
こ
と
、
豊
か
な
発
想
力
を

生
み
だ
す
知
識
と
知
恵
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ

る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
た
。

続
い
て
第
二
部
で
は
、
参
議
院

議
員
の
熊
谷
大
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
宮
城
の
復
興
と
そ
の
取
組

み
」
と
題
し
講
演
会
が
行
わ
れ
、

自
由
民
主
党
青
年
局
（
チ
ー
ム
イ

平
成
二
十
六
年
度

商
工
会
青
年
部
員
交
流
懇
談
会
を
開
催

去
る
三
月
二
日
㈪
、
ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
仙
台
に
お
い
て
、

県
下
商
工
会
青
年
部
員
、
東
北
・

北
海
道
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会

長
副
会
長
等
総
勢
八
十
八
名
の
参

加
の
も
と
、「
宮
城
県
商
工
会
青

年
部
員
交
流
懇
談
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。

二
部
構
成
の
第
一
部
で
は
、
プ

ロ
野
球
解
説
者
の
広
澤
克
実
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
我
が
野
球
人
生
」

と
題
し
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

野
村
克
也
・
長
嶋
茂
雄
・
星
野

仙
一
監
督
ら
三
人
の
名
将
を
ホ
ト

ト
ギ
ス
の
歌
に
例
え
て
披
露
す
る

交流懇談会に参加した青年部員

震災復興の取組みについて語る熊谷大参議院議員

講演する広澤克実氏

青年部員・女性部員募集しています！
　いろいろな地域の同業種・異業種の仲

間と交流を図り、事業発展へのチャンス

を掴む場を提供します。

例えば

・部員の資質向上を目的に、経営に役立

つ研修会、先進地視察等を実施してい

ます。

・地域のイベントの実施や協力で地域振

興の発展に寄与しています。 

・レクリエーション事業等を通して、他

地域の部員との情報交換や親睦が図れ

ます。

お問合わせ・お申込みは、
お近くの商工会へ
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